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 業 種 別

6 323 (4) 329 (4) 3 334 (17) 337 (17) -8 -2.4 100.0 7 782 (22) 789 (22)

6 323 (4) 329 (4) 3 334 (17) 337 (17) -8 -2.4 100.0 7 782 (22) 789 (22)

1 61 62 63 (1) 63 (1) -1 -1.6 18.8 1 123 (1) 124 (1)

17 17 35 35 -18 -51.4 5.2 60 60

16 16 10 10 6 60.0 4.9 25 25

4 4 6 6 -2 -33.3 1.2 7 7

2 2 4 (1) 4 (1) -2 -50.0 0.6 8 (1) 8 (1)

7 7 3 3 4 133.3 2.1 4 4

1 7 8 2 2 6 300.0 2.4 8 8

8 8 3 3 5 166.7 2.4 1 11 12

1 1 2 (1) 2 (1) -1 -50.0 0.3 3 (1) 3 (1)

37 (1) 37 (1) 2 30 32 5 15.6 11.2 4 67 71

19 (1) 19 (1) 1 14 15 4 26.7 5.8 1 27 28

6 6 12 12 -6 -50.0 1.8 2 31 33

9 9 3 3 6 200.0 2.7 7 7

3 3 1 1 2 1 50.0 0.9 1 2 3

22 22 31 (3) 31 (3) -9 -29.0 6.7 54 (3) 54 (3)

8 8 6 6 2 33.3 2.4 9 (1) 9 (1)

1 1 -1 -100.0 2 2

1 1 -1 -100.0 1 1

3 6 9 2 2 7 350.0 2.7 1 7 8

3 3 7 7 -4 -57.1 0.9 12 12

1 40 41 36 (1) 36 (1) 5 13.9 12.5 75 (1) 75 (1)

1 12 13 17 17 -4 -23.5 4.0 29 29

133 (3) 133 (3) 1 138 (11) 139 (11) -6 -4.3 40.4 1 400 (15) 401 (15)

85 85 93 (1) 93 (1) -8 -8.6 25.8 309 (1) 309 (1)

25 25 14 (6) 14 (6) 11 78.6 7.6 27 (6) 27 (6)

23 (3) 23 (3) 1 31 (4) 32 (4) -9 -28.1 7.0 1 64 (8) 65 (8)
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※ 本統計は労働者死傷病報告（休業４日以上）により集計したものです。(　 )内は、交通事故による労働災害の内数です。

※ 函館労働基準監督署の管轄は、渡島管内と檜山管内です。

令和７年 業種別労働災害発生状況
（令和７年１月１日～7月31日現在）
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除 く 鉱 業 計

製 造 業

内

訳

水 産 食 料 品

他 の 食 料 品

木材木製品・家具

窯 業 土 石 製 品

金 属 ・ 機 械

輸 送 用 機 械 等

そ の 他

水 産 業

鉱 業

土 石 採 取 業

建 設 業

内

訳

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

木 造 建 築 業

そ の 他 の 建 設 業

道 路 貨 物 運 送 業

そ の 他 の 運 輸

陸 上 貨 物 取 扱 業

港 湾 運 送 業

林 業

１　労働災害の状況（令和７年発生分）
　全産業の労働災害は329名で、前年の同時期に比べ、８件減少しています。事故の型別では多い順に、「転倒」が104件、「その他」が50
件となっております。
２　７月受付分について
　全体で51名の令和７年発生分の労働者死傷病報告を計上しました。業種別では多い順に、保健衛生業が７名、土木工事業、道路貨物
運送業、卸売・小売業及び接客娯楽業が５名でした。
３　コメント
　新聞小売業において死亡災害が1件発生しています。危険な野生動物が出没する場所には近づかないようにし、やむを得ず山中など
に入る場合は熊よけ鈴や熊よけスプレーの携行等対策を徹底しましょう。
　８月は「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン」の取組期間です。水分・塩分を積極的に取らせ、作業中の健康状態の確認及び巡
視頻度の増加、暑さ指数に応じた作業中断等を徹底してください。また体調不良の者に異常が認められたときは、躊躇することなく救急
隊を要請するなどの措置を講じてください。さらに、夏季休暇等のため熱へのばく露が中断すると４日後には暑熱順化の顕著な喪失が始
まることに留意しましょう。

卸 売 ・ 小 売 業

清 掃 業

そ の 他 の 事 業

内

訳

保 健 衛 生 業

接 客 娯 楽 業

そ の 他

（％） （％）



函館労働基準監督署

№

発

生

月

時

　

刻

業種
事故

の型
起因物 災    害    発    生    概    況

1 1

10

時

台

林業 激突され
伐木等機

械

　被災者は、チェーンソーと木材グラップル機との共同作

業においてチェーンソーによる作業を担当し、被災者が受

け口、追い口を作った立木を木材グラップル機が引き倒

し、木寄せしたところ、木材グラップル機又はつかんでいた

立木が被災者に激突したもの。

2 1

8

時

台

輸送用機

械等製造

業

墜落・転

落

その他の

乗物

　被災者は、船舶の試運転業務において、アンテナにワイ

ヤーが引っ掛かっていたため、マストの垂直はしごを登

り、マストの踊り場へ移動して引っ掛かっていたワイヤー

を外したところ、踊り場付近のレーダーアンテナが回転

し、4.8メートル下の甲板まで墜落したもの。

3 2

13

時

台

ビルメン

テナンス

業

２メート

ル未満か

らの墜

落・転落

脚立

　被災者は高さ2.67メートルの廊下の天井の蛍光灯を交換

するために高さ1.5メートルの脚立を使用して作業を行って

いたところ脚立から墜落したもの。

4 3

11

時

台

林業 激突され 立木等

　被災者は、チェーンソーを用いた伐倒作業の補助として

クサビを打つ作業を行っていたが、伐倒中の立木の元口が

谷側にずり落ち、伐倒方向と逆方向に倒れたことから退避

したところ、倒れた立木が伐倒木に当たり、退避していた

被災者の方向にずれ、激突したもの。

5 3

11

時

台

林業 激突され 立木等

　被災者がチェーンソーでの伐木作業をしていたところ、

伐倒木の伐倒方向が変わり、近くに退避していた被災者に

伐倒木が激突して死亡したもの。

6 7

２

時

台

新聞

販売業
その他

その他の

環境等

　被災者は自転車で住宅街の新聞配達中、熊に襲われて草

むらの中に引きずり込まれるのを目撃され、警察官らが草

むらを捜索したところ倒れている被災者を発見したもの。

　被災者の腹部にかまれた痕があったほか、全身に爪痕の

ような傷があり、現場で死亡が確認された。

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。

令和７年　死亡労働災害発生状況


